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＜通じる英語のカギ－基本その②：英語での意見発言の便利な手法と英語での時間の意味合い＞

【英語での意見発言の便利な手法】

（その１）

英語上達のコツは、[1]意見を結論から先に言う事、[2]中学で使う単語を活用・利用する事]です。

今回は、先ず「2番」のコツを解説致します。

中学で習う単語とは、例えば、have, get, give, takeなどです。

この様な簡単動詞を使い切れば､たちまち英語の達人になれます。

実際、洋画などを見ても、こうした簡単動詞の出てくる頻度にびっくりします。

数年前にヒットしました映画『タイタニック』では、30秒位のある場面で、

makeが、4回も、違う意味合いで使われています。

簡単動詞にも､色々ありますが、暫くは、haveの使い方をお見せします。

haveさえ､使いこなせば、日常生活のほぼあらゆる事が､表現できます。

Haveは､基本的な意味として、「～～を持っている」､と言う意味と学校で習いますが、

これは、正確な解説ではありません。

【haveは、対象物が自分の所有物として一部になる/自分の権利下に入る】 などという事です。

簡単動詞を上手く使うには、頭の発想を変える（機転を利かす）事が求めらます。

例：『車なら、家は2台ありますよ』と言う場合は、（私は2台の車を持っている）と言う様に

発想して考えて、I have two cars at my houseとします。

一番通じる英語とは、［主語（人間）＋簡単動詞＋目的語］の形です。

この形が最もインパクトが有り、通じます。

『来週、修学旅行に行きます』は、

I will have a school trip next week.（修学旅行を持っている）と考えます。

『こうしたら良いんじゃない？』は、I have a good idea. （いい考えを持っている）

『先生から許可を貰ってます』は、I have an Ok from my teacher. 

『今日は、大事な会議がある』は、I have an important meeting today. 

会議は、ミーティング (meeting)で良いです。ミーティングやOKは、

英会話に生かせる外来語です。

では宿題を出します。『明日、友人の新築祝いがあります』とは、英語で何と言うでしょうか？　

機転を利かして　‘have’　を使います。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

（その２）

英語運用のコツは、【have ＋外来語】です。

前回の宿題：『今日、家で新築祝いをします』は、

皆さん、如何でしたか？"I have a party at my new house today."　と言います。

「私の新しい家でパーティをする」という意ですが、つまり、「新築祝い」という事です。

勿論、色々な言い方表現が出来ます。が、辞書を当てにせずとも『新築祝い』を言えるのです。

辞書を使わずとも、辞書を便りにしないでも、自分の知恵を使えば(機転を利かせば)上の様に

平易に言えるのです。これが大切です。

しかも、上の英語は、自然な英語表現です。

更には、パーティ、マイ、ニュー、ハウス、トｳデイは、外来語として、日本語になっていますね。「英語は、そんなに難しくない」という私見の証明になるでしょう。

但し、言いたい内容を【have ＋カタカナ語】のパターンに当てはめる際には、

機転を利かせる事が必要です。これは、慣れれば自然と身に付きます。

例：『弊社からは、富士山が良く見えます』という場合は、

【私達の会社は、富士山の良い眺めを持っている】と考えて、【have ＋外来語】の形に

置き換えます。 "Our company has a good view of Mt. Fuji."　となります。

眺めは、view（ビュー）で良いですね。この英語も、既に日本語になっていますね。

また、『弊社には、５種類のコンピューターサービスがあります』という場合も、

「５種類のコンピューターサービスを持っている」と考えて、have　を使って言います：

 "We have 5 types of computer services." 

因みに、『～がある』と言う場合は、there is/are ～　の言い方でなくて、have　を使いましょう。この方が外国人には、通じます。

例：『弊社のコンピューターシステムによりまして、１０種類のサービスをご利用頂けます』

これは、販売資料等で見られる宣伝文言ですね。これも、【have ＋カタカナ語】の活用で、

楽に言えます。これを今回の課題と致します。読者の皆様、お時間のある時に、

英語で如何に言うのか？を考えてみられて下さい。

（その３）

前回の課題：

『弊社のコンピューターシステムによりまして、１０種類のサービスをご利用頂けます』の英訳は、判りましたか？　色々な言い方があります。ですが【have +カタカナ語】パターンで、

平易に言えます。 “You can have ten types of services through our computer system.”です。 

この場合、You というのは、お客様の事です。You can have ～で、「貴方は～を持つ事が出来る」という事ですので、転じて、【利用できる】という意味になります。

例えば、“You can have a potato salad with this steak.”
(このステーキをご注文されるとポテトサラダが付きます)　という使い方が出来ます。

【have +カタカナ語】のパターンを踏まえて、誰の事を発言するのかにより、主語を決めます。

自分の事でしたら、(I (we) have +カタカナ語), 相手の事でしたら、(you have +カタカナ語)と

なります。

通じる英語には、こういう機転の利かしが大切です。この機転が利く様になりますとhave で

色々英語が言える様になります。

『君、来月、出張してくれたまえ（或いは：出張があるんじゃない）』は、

”You will have a business trip next month.”と言います。意味合いは、会話状況により異なります。

『あいつも困るだろうな』は、“He will have a hard time.”となります。

尚、“have a hard time”とは、（苦労する）と言う事で、

反対に“have a good time” は、（楽しむ）という意味です。次回は、haveの使い方をもっと

お見せします。

次回までの課題：

『この新製品には、３つの特長があります』をhaveを使って英語で言ってみて下さい。

（その４）

【have + カタカナ語】のパターンで、英語発信が易しくなる事を紹介しています：

先ずは前回課題：「この新製品には、３つの特長があります」は、

”This new product has three beautiful points. ”です。 

「ビューティフル」や「ポイント」は、カタカナ語にですね。

”a beautiful point” とは、メリット、特長という事です。

難しい単語を使わずとも「特長」は、なじみあるカタカナ語で言えるのです。

さて、Haveの実用例です。

「本日はお越し頂きまして有り難う御座います。」 “ We are very happy to have you here today.”
「弊社は、社員が１００名です。」 “We have one hundred staff members.”
「弊社は、イタリアとカナダにも拠点が御座います」 “We have offices in Italy and France.”
「現在、日本では、５０社とお取引をしております」 “We have fifty companies as our customers.”
「弊社製品は、アメリカでも市場性があると思います」

 “Our product have a good marketability in the States.”
「この製品は、高品質で、価格的にも競争力があります」 

“This product has a high quality and competitive price.”
「この価格表は、頂いても宜しいでしょうか？」 “Can I have this price list? ”
「サンプルを３個頂けませんか？」 “I would like to have three samples.”
「じゃ、こうしましょう！」”I have a good idea.”
「貴社とは、末永くお取引が出来ればと存じます」

 “We would like to have a long term mutually profitable business relationship with you.”　

上記例を基本に、皆さんで応用されて下さい。

例）「弊社は、ベテランの専門社員が１０名います。」

 “We have ten experienced staff members.”　とか

“We have proudly ten excellent experts,” ですね

Haveを使えば、色々と言える事がお判りになるでしょう。

（その５）【Have表現に関する付録】

· haveは実に意味範囲が広いですね。haveは「持っている」と言う意味だけでありませんね。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

· 「～があります」と言う場合、学校では、　"there is / are---"と言う方を学習します。
　ところが、haveを使って言うと、文が引き締まります。
　私がこれまで習得した英語感覚では、　「～があります」と言う場合は、
　have を使うと、通じる英語の形になります。
· there is / are ～の言い方は、刑事が客観的に現場を描写する場合など、客観的に冷静に言う場合の言い方です。
· 「１年は、１２か月あります。」　A year has 12 months. となります。

· 「春は、３月、４月、５月と３ヶ月あります。」Spring has three months: March, April and May.
⇒⇒春は、３つの月を持っていると考えます。

· 「うちは、６部屋あります。」My house has 6 rooms.

· 「私のクラスは、４０名です。」Our class has 40 students./

或いは、I have 40 students in my class (altogether). でも可。
⇒「私のクラスは４０名です」と言う時、（私たちのクラスは、４０名の生徒を持っている）、
と考えます。

★「我が社の社員は１０００人です。」We have 1,000 workers. 
⇒「我が社（私たち＝weを使いますね）は　１０００人の従業員を持っている」　と考えます。
　従業員は文字通り英語で言うとemployee ですが、worker でも良いですね。
　ワーカーは日本語になっていますね。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

（その６）have + カタカナ語（カタカナ語の正当活用の効果）

これまでの回で説明しました通り、動詞“have”は大変使い勝手の良い言葉です。

さらにカタカナ語（外来語）と組合わせると意味が広がります。

日本人にとり、【have+カタカナ語】のパターンこそ、英語を楽に言うコツです。

福岡弁（筑豊弁？）で、「食べなっせ」「飲みなっせ」と料理やお酒を勧める言い方は、

【have + カタカナ語】で、ピッタリ言えます： “Have a bite.” “Have a drink.”ですね。

ドリンクはカタカナ語ですね。英語を使う上で、このカタカナ語はとても便利です。

実例をお見せしましょう。

数年前、北九州市の火力発電所で会議通訳を務めました。
その際『新型実験プラントの予算の半分は国からの負担です』という発言があり、
これを通訳したのですが、この発言の言葉は全て、カタカナ語として、日本語になっております。

新型＝ニュー・タイプ。 ：実験プラント＝パイロット・プラント。：予算＝この場合はコストで良いですね。：半分＝ハーフ、或いは５０％：負担する＝カバーする：国は、government（政府）と言います。或いは、国は、ザ・カントリーでも良いですね。
次の様に言えます。
 “50% of the costs of the new type of pilot plant are covered by the country.”
この様に考えると、英語は、そんなに難しいものではありませんね。

そう思われませんか？さて、宿題です。『私は実家から仕送りをしてもらっています』を

英語で言いましょう。カタカナ語を活かせば楽に言えます。考えてみて下さい。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

【英語での時間の意味合い】

英語での時間の考え方　（講義）
皆様、総じて　＜英語の場合の時間の考え方＞が上手くまとまっていないと見受けられますので、
 今此処に、まとめたいと思います。
英語は、時間別に動詞の形を変えますが、時間ごとの動詞の形に、大きな意味合いがあります。

過去形というだけで、独自の意味が発生します。現在形というだけで独自の意味合いが発生します。

例えば、 Tanaka-san was a school teacher.  には、単に表面的な「教師でした」という意味合いの

他に、もっと重要な意味があります。これを学校では教えていないですね。

同様に、Birds sing. （鳥は歌う）というよくある例文も、実は、「歌う」だけでは済まされない、

時間(現在形)特有の意味合いがあります。

 これまでの文法書とは異なる視点で見解を公にしたいと思います。
 
A) 英語では、「過去は過去、今は今、未来は未来」：
 
◎過去形について
 ★ 英語は日本語よりも、時間の表示、時間の流れを はっきりさせます。
 また、自分の感情を＜時間域＞を使って表現します。 （⇒次回講義します）
 
そして、英語では、一秒前でも過去になります。
 
★私の講座ではよくお話しますが、 My father was a policeman. と言う文章の意味は、
 学校で習う範囲では、「父は警官でした」となります。
 もっと視野を広げての解釈は、 「父は、かっては(その時は)警官をしていました。 　（今はそうでない）」となります
 

★英語では、時間の区別をはっきりさせます。
★英語の過去形では、全ての情報が過去の情報になります。
★特に、yesterday, last week, 10min ago.などと ＜明らかに昔（過去）＞を意味する言葉が
セリフの中に使われますと、
当然そのときの昔の事を言ってますので情報は全て過去の情報になってしまいます。
 
★逆にいえば、動詞の過去形が出てきた場合、
★または、yesterday, last week などの単語が発言される場合は、
 該当する全ての情報は、過去形にて発言されないとなりません。
 
★更には、情報を過去形で言う場合は、 それがいつの事であったかを
はっきりさせないと相手は判りません。
 
★I bought this book. だけでは、いつ買ったのか判りません。
 英語は時間の区別がはっきりしておりますので、
>動作に時間をつけていう事が必要になります。 これは、平均的な日本人が見落としがちの事です。
 
尚、過去とは、過去の時間の一点のことです
 
○－ーー－ーー－○－ー－－○－ーー－－ーー○
 もっと昔　　　昔　 　　 今　 　　　　　未来
 
時間の流れと言うのは、 昨日から今日、今日から明日へと連続してます。
 時間の連続の中に、私達は生きております。 英語では、一秒前のことでも過去になります。
 
★ 「一秒前に地震があった」　これを英語で言う場合は、 もう過去形でしかいえません。
 
一秒前　とは、情報の時間域を知らせる単語ですね。 
同じ様な単語(過去と言う時間域を知らせる単語は 無限に有ります：
yesterday, last week , just ago等など
 
この様な単語は、過去の時間域を意味する単語です。
 今現在に続く、長い時間域の中で 過去の時間の一点を指す単語になります。
 
つまり、過去形とは、過去のある一時点での 情報を言う形になります。
 
★過去形は、一時点での情報表現と言ってよいです。
  
「あんた、昨日、俺のオヤジと電話ではなしたでしょ？」 と言う場合
 
英語では、昨日（yesterday）が出てきますので、 この上の話は、全て過去形になります。
 You talked to my dad on the phone yesterday, didn't you ?　 となります
 

「来月、東京に行きますと、昨日ケンが言ってたよ」と言う場合は、これも＜昨日、そういう発言を
した＞という事ですので、 全て過去形になります。
　 Ken said to me yesterday that he would go to Tokyo next month.となりますね
 ＜来月東京に行きます＞との内容でもこれは、昨日の発言ですので、 過去形で言わないとなりません。
英語では、昔は昔の事として 区別する為です。
 
 ◎　現在形について
 私は、自分が学校で受けていた英語の授業を思い出すと次の様な例文がよくありました。
 
I get up early in the morning everyday. よくある例文ですね。
 この訳として　 「わたしは、毎朝、早く起きる」と訳しておりました。
 

或いは、別の例として、 My brother studies English very hard.
 学校で習った訳は、 「兄は、英語をとても一生懸命勉強する」でした
 
が、英語での現在形には独特の意味があります。
 １）　現在の状況を言う。
 ２）　普段の習慣と事柄を意味する　
 　　　訳語として（*普段～です、今、～です）　という意味になりますね
 ３）　当たり前の事、真理に近いことを意味する。
 　　　* ＜主語は～するものです＞
 
この意味合いを踏まえて、意味を取らないとなりません。
 
上の英語の訳は、 「私は、毎朝、早起きします」と言う意味ですね
 
或いは、I get up early. でしたら、 「普段、早起きです」となります。
 ★＜普段＞という英語の単語がなくても、現在形という時間域が、普段という意味合いを持っています。
 
現在形は、その主語が普段している動作などを意味します。
 Cats and dogs roam. ＜ネコや犬は、うろうろする＞　という意味ですが、
 普段の習慣を意味するのが現在形ですので
 ＜ネコや犬は【よく】うろうろするものです＞と言う訳になります。
 
My brother studies English very hard.　の例では、 「兄は英語の学習に熱心です」となります
 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－――――――――――――――――
◎　過去と現在をつなぐもの
 
a) 昔と今の時間域の区別
＊過去形は、過去の一時点の情報を言う表現形式、
＊現在形は、今の状況や普段の情報を言う表現形式　となります
 
「先週、風邪をこじらせたがもう大丈夫です」を英語で言う場合　

 I caught a cold last week, but I'm all right now. となります
 
先週は風邪を引いた（過の事）⇒⇒過去の時点
 今は大丈夫（今の事）⇒⇒今の時点
 
上の分では、昔の事と今の事別々に時間の順番で 区別されて表現されます。ごく自然な英語です。
 
b)  現在完了形は、だれがこの様な文法用語を　策定したかわかりませんが、
  　 この用語は、わかりにくい用語ですね。  
現在完了形と聞くと、今では既に終了した物事というイメージを多くの方が抱く様です。
 
受講歴の長い方にはよく言っておりますが、 
現在完了形は、気持ちを引きずっている言い方ですね
過去ある事をした、ある事があった。 
そして、未だに、「そのときの気持ちを引きずっている」というのが現在完了形ですね。 
単に時間の流れを示す表現形式以上に 気持ちや感情が入った言い方ですね

過去形の箇所でも触れましたが、 
過去形では、その行為をしたと言う情報に必ず時間を付けて言いますので、
「この会社に２００２年に勤めていた」は　 I worked for this company in 2002. ですね
 これは、過去を示す時間域の単語もありますので、 過去形でしか言えません。
 
一方、「2002年から勤めている」という場合は、
 I have worked for this company since 2002.となります

 現在完了形は、その名と異なり、 以前（過去のある一時点）～今まで継続している事を
 言う場合に使います。もし、過去形と同じく時間域もはっきりさせようとしたら、
 I have worked for this company for two years.とか
         　　　　　　　　　 ～ since two years ago.となります
 
for two years とは、2年間　という意味ですね。　 for these two yearsでも良いですね。
これは、この2年間と言う意味になります。 
 
○－ー------○－－－―－－－－－ー―――－○－－－
 もっと昔　昔（←現在完了の時間帯⇒⇒⇒）今　
 　　　　　　　　　　で言える時間帯
 　　　　　　　　　　　
 
つまり、英語では、 過去形は、過去のある時点の情報
 現在完了形は、過去のある時点～今日まで継続する情報となります
 過去～今日までの時間を繋げる、時間の線・流れを作るのが現在完了形です
 
★ 学校で習う事として、＜現在完了形で経験を表す＞というのが有ります。
 
例えば、 I've been to USA. これは行為の経験を意味し、
 ＜～した事がある＞　という意味ですね
 たしかに＜渡米した事がある＞　という意味になります。 が、それだけでは有りません。
 
＜あの時は楽しかったなあ＞、とか＜どうだ！いいだろ＞とか
 何からの気持ちが HAVE BEEN の中に込められています。
 具体的な気持ちの内容は、そのときの会話の流れや状況により 決まりますが。
 
現在完了形で　HAVE が動詞の過去分詞と 組み合わせになりますのは、
 その時（過去）の行為、動作などをしたときの気持ちを まだ持っていると言う意味です。
 　　　　　　　　　　
 ★此処で、よく間違いの対象となるのが　 I've been to Kyoto in 1985.　と言う人です。
 或いは、When have you been to Kyoto?　という人です
 
昔、過去を示す単語や年数を言う場合は、過去形になります。 過去形とは、一時点での情報や意味です。
 
when は、いつ？　という意味合いであり、 時間の一点を尋ねる言い方ですので、
 時間の線を示す、現在完了形とは、一緒に使えません。
 
現在完了形は、昔～今日までの　線の情報になります。
 
★時間の点と時間の線（流れ）は、相容れません。
 
★以前、弊所通信講座課題で、正誤問題（間違いを指摘する内容の問題）を出しました。
例えば、
「水戸黄門は、九州に来たことがありません」　 Miitokomon has never been to Kyushu.
 
「モーツアルトは、パリを訪れた事がありません」　 Morzart has never been to Paris.

このいずれも間違いですね。
 これは、盲点をついた課題でした。 ＜～した事がある・ない＞の日本語につられると
 現在完了形で良いと考えがちですが違いますね。
と言うのは、水戸黄門もモーツアルトも故人ですね。   故人には、現在完了形は使いません。
 これを表面的に理解しない様に、この講義を 作成しているのですが。

 
★ 故人の方は、全て、今日この時間よりも以前に なくなられました、つまり、故人の方は、
 既に、過去の時間域の方(過去の時間域の情報)です。
 
故人の方は、今は、この世にいませんね。 ですから、現在とのつながりが時間的にはないわけです
 ですので、＜昔の時間と今の時間を繋ぐ現在完了形＞では 言えないのです。
 －－－―－－－－－－

B 「過去完了形」
 上の課題を出したときに、 一部の受講者の皆様が提出した修正例として
 Mitokomon had never been to Kyshu. と　 された方がおられました。　これも間違いですね。
 
＜HAVE + の過去分詞＞⇒現在完了形
 ＜HAD  + の過去分詞＞⇒過去完了形　ですが、過去完了形は、あくまでも過去形とのセットで
 使わなければなりません。　唐突に、過去完了だけで単独で使われる事はありません。
 あくまで、過去形があって、初めて過去完了が使える様になります。
 
過去完了形は、時間をはっきりさせる英語の特長を 如実に示してます。

過去形は、昔と言う時間帯ですが、 過去完了形は、過去形で示す昔の時間帯よりも
さらに昔の時間域になります。
 
○－－－－－－ーーー----○－ーー－－―－－－○
 *昔よりももっと前　       *昔　　　　  　　今
 過去完了　　　　　　　    過去形　　　　　現在形
 
★先日の課題で出しましたが、
「田中君が貸してくれた本を昨日、読み終えた。」
 A)  Yesterday I read through the book he lent me.
 B)  Yesterday I read though the book he had lent me.
 B)の方が正解ですね。
 
時系列にしますと、　
 a) 田中君 が本を貸してくれたーー昔よりも昔
 b)昨日、その本を読み終えたーー昔
 
明らかな順番ですが、 本を貸してもらってそれを読むわけですから、 
本を貸してもらうほうが、時間の順番としては、 先（前）になります。 
読み終えたのが昨日であれば、貸してもらったのは、 昨日よりも前のことですから、
貸してもらった部分を 過去完了形にして、この時間の順番を明確にします。
 
ただし、「先週の金曜日に、田中君が貸してくれた本を昨日読み終えた」と言う場合は、
 Yesterday I read through the book he lent me last Friday.　 となります。
この場合は、＜先週の金曜日＞という 過去の時間意気を示す言葉があり、過去完了を
 使って時間の順番を明示する必要性が有りませんので、 過去完了は使いません。ご質問は何なりと。
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